
介護老人福祉施設みどり園運営規程 

 

第１章 事業の目的及び運営方針 

 

（目 的） 

第１条 この規程は、社会福祉法人立石会が設置する介護老人福祉施設みどり

園（以下「施設」という）の運営について、必要な事項を定め業務の

適正且つ円滑な執行と入所者処遇の充実並びに生活の安定と安全を図

ることを目的とする。 

 

（運営方針） 

第２条 入所したい、入所させたい施設づくりを目指し、入所者が快適な住み

よい環境の中で、心豊かに生活できるよう自主尊重を基本とし、食事、

排泄、入浴、相談、健康管理、余暇活動等、また社会生活上の便宜を

図るなど生活全般における支援を行う。 

 

 

第２章 事業所の名称等 

 

（施設の名称等） 

第３条 施設の名称及び所在地は、次のとおりとする。 

   名 称  介護老人福祉施設みどり園 

   所在地  鳥取県東伯郡琴浦町大字八橋１９３７番地 

 

（入所定員） 

第４条 施設の入所定員は９０名とする。 

 

（利用料等） 

第５条 施設サービスを提供した場合の利用料は、厚生労働大臣の定める介護

報酬の告示上の額とし、入所者負担は利用者負担割合に応じた額を徴

収する。 

２   食費・居住費は、実費である別表１の額を徴収する。 

３   理美容代は、実費である別表１の額を徴収する。 

４   利用料の支払方法は、銀行振込または口座自動引き落としのどちらか

を選択してもらうものとし、利用料は毎月１０日までに前月分を請求

し、１５日以降に徴収するものとする。 

 

 



（サービス内容） 

第６条 施設は、入所者に対して、入浴、排泄、食事等の介護、相談等の精神

ケア、健康管理及び療養上の援助、機能訓練、社会生活上の便宜、日

常生活上の支援を提供するものとする。 

２   施設が入所者に対して実施するサービスの内容は、介護支援専門員の

作成する施設介護サービス計画に基づき、サービスを提供するものと

する。 

 

（職 制） 

第７条 施設の職制は、次のとおりとする。 

１   施設に施設長、課長、係長及び、主任をおくことができる。 

２   施設長、課長、係長及び主任に補佐をおくことができる。 

３   前職の職位のほか必要な職位を置くことができる。 

 

（職 責） 

第８条 職員の職責は、次のとおりとする。 

１   施設長は施設の業務を統括し、所属職員を指揮監督する。 

２   課長、係長及び主任は施設長の命を受け、係の業務をつかさどり、所

属職員を指揮監督する。 

３   前項に定める職員以外は、上司の命を受け、担任の業務に従事する。 

４   職員は、業務の執行状況につき随時文書又は口頭をもって、上司に報

告するものとする。 

 

（職員の職種及び員数） 

第９条 施設に勤務する職員の職種、員数は次のとおりとする 

１   施設長         １名（兼務） 

２   医師          ２名（嘱託医） 

３   生活相談員        ２名（兼務） 

４   介護職員       ３９名（兼務） 

５   看護職員        ６名（兼務） 

６   介護支援専門員     １名（兼務） 

７   機能訓練指導員     ２名（兼務） 

８   管理栄養士       １名（兼務） 

９   調理師         ８名（兼務） 

 

 

 

 

 



（職務内容） 

第 10条 職員は、入所者を主体性のある個人として尊びプライバシーを尊重し、

個々にあった自立支援と自己決定の観点に立って入所者が安寧に過ご

せるような処遇に努める。 

２   施設長は、理事長の命を受け、施設の業務を統括し、職員管理、業務

の実施把握その他の管理を一元的に行う。 

３   医師は、入所者及び職員の診察、健康管理及保健衛生指導に従事する。 

４   生活相談員は、入所者の入所・退所に係る手続き、生活相談、面接、 

身上調査、統計並びに入所者処遇の企画及び実施、入所者の教養娯楽、 

入所者の金銭管理、関係機関との連絡、諸手続き、身元引受人等並び 

に地域住民の各種相談、地域福祉活動に従事する。 

５   介護職員は、入所者の日常生活上の介護、相談及び入所者の教養娯楽

並びに処遇記録の整備保管に従事する。 

６   看護職員は、入所者及び職員に対する医師の診療の補助及び看護並び

に協力病院との連絡・調整及び諸手続、入所者、職員の保健衛生管理

に従事するほか、医師の指導を受けて診療所の管理運営を行う。 

７   介護支援専門員は、入所者に係る要介護認定の申請代行及び入所者の

サービス内容に係る施設サービス計画書の作成に従事し、職員と共に

サービス内容の改善を図る。 

８   機能訓練員は、入所者の機能回復に必要な訓練及び機能低下を予防す

る業務に従事する。 

９   管理栄養士は、入所者の栄養ケアサービス計画書の作成、献立作成、

栄養量計算、材料の検査及び給食記録を行い、入所者の栄養管理に従

事する。 

10   調理師は、給食業務に従事する。 

 

 

第３章 運営に関する重要事項 

 

（入所手続き） 

第 11条 施設への入所は、入所申込書の提出により、対象者の事情を考慮し、

施設の入所判定会議にて決定することとする。 

 

（内容及び手続きの説明及び同意） 

第 12条 施設の入所に際し、入所者は１名以上の身元引受人を選任することと

する。 

２    施設の入所に際し、施設は入所申込者若しくはその身元引受人に、サ

ービス内容及び利用料金等の重要事項を記した書類を交付説明の上、

同意をする旨の書類に署名（記名押印）を受けることとする。 



 

（秘密保持） 

第 13条 施設の職員は、正当な理由がなく、その業務上知り得た入所者又はそ

の身元引受人等の秘密を漏らしてはならない。 

２   施設の職員は、入所者に医療上、緊急の必要性がある場合は、医療機

関等に入所者に関する心身等の情報を提供できるものとする。 

 

（個人情報の取扱い） 

第 14条 施設の個人情報に関する取扱は、別途定める個人情報保護規程に基づ 

くものとする。 

 

（緊急時等における対応方法） 

第 15条 施設は、入所者の病状に急変、その他緊急事態が生じた場合、速やか

に当該施設の協力医療機関への連絡を行う等の必要な措置を講ずると

ともに、当該入所者の身元引受人等に対して連絡を行うものとする。 

 

（非常災害対策） 

第 16条 施設は、非常災害に対する計画を定め、定期的にその訓練を実施し万

全の対策を講ずるとともに、入所者が、常に防災に努めるよう指導し

なくてはならない。 

 

（防災訓練） 

第 17条 所轄消防署等との連絡をとり、年２回以上の総合防災訓練を行うもの

とする。 

 

（災害時の措置） 

第 18条 災害等により、入所者が事故にあった場合は、速やかに適切な措置を

とるとともに、直ちに関係機関及び身元引受人等に連絡しなければな

らない。 

 ２  施設は非常災害発生時において、入所者に対してサービスを継続的に 

    提供し、及び非常時の体制で早期の業務再開を図る為の計画を策定し 

    当該業務継続計画に従い必要な措置を講じる。 

 

（衛生管理等） 

第 19条 施設は、感染症又は食中毒が発生し、まん延しないよう次の各号に 

    定める措置を講じる。 

 

２  施設における感染症及び食中毒の予防及びまん延防止の為の指針を整 

備するとともに、入所者に対してサービスを継続的に提供し、及び非 



常時の体制で早期の業務再開を図るための計画を策定し、当該業務継 

続計画に従った必要な措置を講じる。 

３  施設における感染症及び食中毒の予防及びまん延防止の為の委員会及 

び研修を定期的に実施する。   

 

（虐待防止） 

第 20条 施設は、入所者の人権の擁護、虐待の防止等のため次の各号に定める

措置を講じる。 

 

 ２  施設における虐待が発生した場合の対応及び再発防止等のための指針 

    を整備する。 

 ３  虐待防止のための委員会及び職員に対する研修を定期的に実施する。 

 ４  入所者及び家族等からの虐待に関する苦情処理体制を整備する。 

 ５  虐待に関する相談の受け入れ、成年後見制度の利用支援等その他の 

    虐待防止に必要な措置を講じる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

附則 

 この規程は、平成１２年４月１日から施行する。 

 この規程は、平成１５年４月１日改正、施行する。 

 この規程は、平成１７年１０月１日改正、施行する。 

 この規程は、平成１８年４月１日改正、施行する。 

 この規程は、平成１９年４月１日改正、施行する。 

この規程は、平成２０年４月１日改正、施行する。 

 この規程は、平成２１年４月１日改正、施行する。 

 この規程は、平成２２年４月１日改正、施行する。 

 この規程は、平成２３年４月１日改正、施行する。 

この規程は、平成２４年４月１日改正、施行する。 

 この規程は、平成２４年１１月１日改正、施行する。 

 この規程は、平成２５年３月１日改正、施行する。 

この規程は、平成２５年４月１日改正、施行する。 

この規程は、平成２７年８月１日改正、施行する。 

 この規程は、平成２８年４月１日改正、施行する。 

 この規程は、平成２９年４月１日改正、施行する。 

この規程は、平成３０年４月１日改正、施行する。 

 この規程は、平成３１年４月１日改正、施行する。 

 この規程は、令和元年１０月１日改正、施行する。 

 この規程は、令和３年４月１日改正、施行する。 

 この規程は、令和３年８月１日改正、施行する。 

 この規程は、令和５年４月１日改正、施行する。 

 この規程は、令和６年４月１日改正、施行する。 

 この規程は、令和６年８月１日改正、施行する。 

 この規程は、令和７年４月１日改正、施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

別表１  食費  １日当たり自己負担額 １，４８０円 

     居住費 １日当たり自己負担額   ９２０円 

     理美容代 １回につき１,５００円～２，５００円 


